
司法書士法及び土地家屋調査士法の一部を改正する法律案
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【
「
法
律
事
務
」
の
例
】

○
総
合
法
律
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
四
号
）

（
目
的
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
内
外
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い

、
法
に
よ
る
紛
争
の
解
決
が
一
層
重
要
に
な
る
こ
と
に
か
ん

が
み
、
裁
判
そ
の
他
の
法
に
よ
る
紛
争
の
解
決
の
た
め
の
制

度
の
利
用
を
よ
り
容
易
に
す
る
と
と
も
に
弁
護
士
及
び
弁
護

士
法
人
並
び
に
司
法
書
士
そ
の
他
の
隣
接
法
律
専
門
職
者
（

【
「
○
○
は
、
△
△
の
専
門
家
と
し
て
、
～
す
る
こ
と
を
使
命
と

す
る
」
の
例
】

○
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）

（
公
認
会
計
士
の
使
命
）

第
一
条
公
認
会
計
士
は
、
監
査
及
び
会
計
。
割
對
凶
調
到
り
。

、
独
立
し
た
立
場
に
お
い
て
、
財
務
書
類
そ
の
他
の
財
務
に

関
す
る
情
報
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
等

の
公
正
な
事
業
活
動
、
投
資
者
及
び
債
権
者
の
保
護
等
を
図

司
法
書
士
法
第
一
条
関
係

り
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

樹
劉
洲
剴
則
ｑ
ｌ

【
「
国
民
の
権
利
」
の
例
】

○
不
動
産
登
記
法
（
平

不
動
産
登
記
法
（
平

【
「
の
権
利
～
を
擁
護
」
の
例
】

○
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）

附
則
（
平
成
十
九
年
法
律
第
七
十
三
号
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
不
動
産
の
表
示
及
び
不
動
産
に
関
す

る
権
利
を
公
示
す
る
た
め
の
登
記
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て

弁
護
士
及
び
弁
護
士
法
人
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
法
律
に
よ

り
他
人
の
樹
劉
蜀
調
凋
を
取
り
扱
う
こ
と
を
業
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
・
）
の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
身
近

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
総
合
的
な
支
援
（
以
下

「
総
合
法
律
支
援
」
と
い
う
。
）
の
実
施
及
び
体
制
の
整
備
に

関
し
、
そ
の
基
本
理
念
、
国
等
の
責
務
そ
の
他
の
基
本
と
な

る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
核
と
な
る
日
本
司
法

支
援
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
に
つ
い
て
定
め
、
も
っ
て

よ
り
自
由
か
つ
公
正
な
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
園
冒
景
り
権
剖
利
の
保
全
を
図
り
、
も
っ

て
取
引
の
安
全
と
円
滑
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

（
目
的
）

1



（
基
本
理
念
）

第
二
条
司
法
割

二
条
司
法
制

【
「
自
由
か
つ
公
正
な
社
会
の
形
成
」
の
例
】

○
司
法
制
度
改
革
推
進
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
十
九
号
）

（
検
討
）

第
二
条
↓

二

条

政

２
略

度
改
革
は
、
国
民
が
よ
り
容
易
に
利
用
で
き
る

と
と
も
に
、
公
正
か
つ
適
正
な
手
続
の
下
、
よ
り
迅
速
、
適

切
か
つ
実
効
的
に
そ
の
使
命
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
司
法

制
度
を
構
築
し
、
高
度
の
専
門
的
な
法
律
知
識
、
幅
広
い
教

養
、
豊
か
な
人
間
性
及
び
職
業
倫
理
を
備
え
た
多
数
の
法
曹

の
養
成
及
び
確
保
そ
の
他
の
司
法
制
度
を
支
え
る
体
制
の
充

実
強
化
を
図
り
、
並
び
に
国
民
の
司
法
制
度
へ
の
関
与
の
拡

充
等
を
通
じ
て
司
法
に
対
す
る
国
民
の
理
解
の
増
進
及
び
信

頼
の
向
上
を
目
指
し
、
も
っ
て
よ
り
創
釧
則
洲
訓
州
制
剴
矧
餌
封

の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す

る
0

◎

府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
以
内
に
、
児
竜

待
の
防
止
等
を
図
り
、
児
童
刎
潤
捌
州
利
益
剖
溺
調
画
す
る
観

か
ら
親
権
に
係
る
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
行
い

こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
以
内
に
、
児
童

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る 虐

り
、
児
童
刎
潤
捌
州
利
益
剖
溺
調
画
す
る
観
点

、

2



第
三
十
条
の
二
十
三
弁
護
士
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
理
由
に
よ

っ
て
解
散
す
る
。

【
「
社
員
の
欠
亡
」
の
例
】

○
弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）

司
法
書
士
法
第
四
十
四
条
関
係

一
～
六
略

七
祖
ヨ
『
刎

（
解
散
）

3



第
三
十
条
の
二
十
四

【
「
司
法
書
士
法
人
の
清
算
人
」
の
例
】

○
司
法
書
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
九
十
七
号
）

（
解
散
）

第
四
十
四
条
略

き
る
。
」
の
例
】

○
弁
護
士
法

弁
護
士
法

司
法
書
士
法
第
四
十
四
条
の
二
関
係

新
た
に
社
員
を
加
入
さ
せ
て
□
口
法
人
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

者
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
者
）

【
「
清
算
人
は
、
社
員
の
死
亡
に
よ
り
第
○
条
に
該
当
す
る
に
至

っ
た
場
合
に
限
り
、
当
該
社
員
の
相
続
人
（
第
△
条
に
お
い
て

準
用
す
る
会
社
法
第
六
百
七
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
百
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
社
員
の
権
利
を
行
使
す
る

4 ２
～
３

祖
ヨ
剰
剴
矧
緬
叩
刈
剖
第
三
十
条
の
三
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用

第
一
項
第
七
号
に
該
雪
弱
馴
ｇ
固
詞
到
洵
環
創
日
凋
咽
馴
１
当
該

（
昭
和
二
‐

（
弁
護
士
法
人
の
継
続
）

（
昭
和
二
十

ら
な
い
。

司
法
書
士
法
人
の
剖
情
算
人

略

四
年
法
律
第
二
百
五
号
）

清
算
人
は
、
社
員
の
死
亡
に
よ
り

は
、
司
法
書
士
で
な
け
れ
ば
な

の
同
意
を
得
て
、前

条

、
新
た
に
社

対
司
刊
劉
弱
蜀
刻
項
の
勾
配
定
に
よ
り
社
員
の
権
利
を
行
使
す
る

と
が
で
き
る
。
員
を
加
入
さ
せ
て
弁
護
士

場
△
ロ
に
は
そ
め
者
）
α
后
垂
届
を
腰

4



第
三
十
二
条
弁
理
士
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ

く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
弁
理
士
た
る
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
重
大
な
非
行
が
あ
っ
た
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
は

○
弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）

司
法
書
士
法
第
四
十
七
条
関
係

【
「
○
○
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

一
一
一

一
一
一 の

例
】

（
懲
戒
の
種
類
）

業
務
の
禁
止

戒
告
二
年
以
内
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止

5



○
社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
‐

（
違
法
行
為
等
に
つ
い
て
の
処
分
）

第
二
十
五
条
の
二
十
四
略
（
昭
和
四
十

適
用
に
つ
い
て
は
、

る
も
の
と
み
な
す
。
」

４
略

３
第
一

労
務
士

【
「
第
○
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
の
手
続
に
付
さ
れ
た
△
△
法
人

は
、
清
算
が
結
了
し
た
後
に
お
い
て
も
、
（
こ
の
条
）
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
手
続
が
結
了
す
る
ま
で
、
な
お
存
続
す

２
略

司
法
書
士
法
第
四
十
八
条
関
係

条
刎
制
劉
矧
剴
画
用
回
訓
側
。
削
倒
１
割
罰
劉
劇
切
酬
凋
「
刈
引
釧
剥

項
の
規
定
に
よ
る
肌
蓉
久
里
子
続
に
付
貰
司
れ
た
社
会
保
険

法
人
は
、
清
算
が
結
了
し
た
後
に
お
い
て
も
、

の
例
】

三
年
法
律
第
八
十
九
号
）こ

の

6



第
六
十
三
条

、
（
懲
戒
）
の
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
の
例
】

○
弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）

司
法
書
士
法
第
五
十
条
の
二
関
係

【
「
懲
戒
の
事
由
が
あ
っ
た
と
き
か
ら
～
年
を
経
過
し
た
と
き
は

た
と
き
は
、
懲
戒

（
除
斥
期
間
）
懲
戒
の
事
由
が

の
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

あ
っ
た
と
き
か
ら
三
年
を
経
過
し

7



【
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
○
条
中
「
△
△
」
と
七

「
□
□
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
」
の
例
］

○
更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）

（
記
録
等
の
提
出
の
求
め
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
二
十
二
条
第
十
三
条
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項

前
条
第
一
項

と
あ

司
法
書
士
法
第
七
十
条
関
係

１

１

条
中
「
、
地
方
更
生
保
護
委
員
会
及
び
保
護
観
察
所
の
長
」

も
の
と
す
る
。

と
あ
る
の
は
、
「
及
び
保
護
観
察
所
の
長
」
と
読
み
替
え
る

調
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

の
会
議
の

る
の
は
、

の
例
】

十

'三

8



第
三
十
条

厚
生
労
働

○
社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）

２
略

司
法
書
士
法
第
七
十
一
条
の
二
関
係

【
「
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
○
○
大
臣
の
権
限
は
、
△
△
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
□
□
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

！

及
び
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
の
例
】

（
権
限
の
委
任
）

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

地
方
厚
生
局
長

9



【
「
土
地
の
筆
界
を
明
ら
か
に
す
る
」
の
例
】

○
士
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
八

巨
万
）（
研
修
）

第
二
十
五
条
略

２
調
査
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
地
域
に
お
け
る
土
地
の
筆
界

劃
刑
到
引
洲
刷
馴
馴
創
た
め
の
方
法
に
関
す
る
慣
習
そ
の
他
の
調

査
士
の
業
務
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
一
条
公
認
会
計
士
は
、
監
査
及
び
会
計
の
専
門
家
と
し
て

、
独
立
し
た
立
場
に
お
い
て
、
財
務
書
類
そ
の
他
の
財
務
に

関
す
る
情
報
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会
社
等

の
公
正
な
事
業
活
動
、
投
資
者
及
び
債
権
者
の
保
護
等
を
図

り
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

【
「
○
○
は
、
△
△
の
専
門
家
と
し
て
、
～
を
使
命
と
す
る
」
の

例
】

○
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
号
）

（
公
認
会
計
士
の
使
命
）

士
地
家
屋
調
査
士
法
第
一
条
関
係

使
命
と
す
る
。

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
不
動
産
の
表
示
及
び
不
動
産
に
関
す
る

権
利
を
公
示
す
る
た
め
の
登
記
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
権
利
の
保
全
を
図
り
、
も
っ
て

取
引
の
安
全
と
円
滑
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

貢
不
動
産
に
関
す
る
権
利
」
の
例
】

○
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

（
目
的
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
土
地
家
屋
調
査
士
の
制
度
を
定
め
、
そ

の
業
務
の
適
正
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
不
動
産
の
表
示
に
関

す
る
登
記
手
続
の
円
滑
な
実
施
に
資
し
、
も
っ
て
不
動
産
に

係
る
国
民
の
棡
割
杣
伽
刑
割
哨
個
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

プ
（
》
◎

【
「
権
利
の
明
確
化
」
の
例
】

○
土
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
八

号
）

【
「
～
生
活
の
安
定
と
向
上
に
資
す
る
」
の
例
】

○
沖
縄
県
の
区
域
内
に
お
け
る
位
置
境
界
不
明
地
域
内
の
各
筆

の
士
地
の
位
置
境
界
の
明
確
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（

（
目
的
）

10



第
一
条
こ
の
法
律
は
、
沖
縄
県
の
区
域
内
に
お
い
て
位
置
境
界

不
明
地
域
が
広
範
か
つ
大
規
模
に
存
在
し
、
関
係
所
有
者
等

の
社
会
的
経
済
的
生
活
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
位
置
境
界
不
明
地
域
内
の
各
筆
の
土

地
の
位
置
境
界
の
明
確
化
の
た
め
の
措
置
等
の
緊
急
か
つ
計

画
的
な
実
施
を
図
り
、
も
っ
て
沖
縄
県
の
住
民
の
生
活
の
安

泡
川
司
間
剴
卿
罰
詞
引
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

昭
和
五
十
二
年
法
律
第
四
十
号
）

（
目
的
）

11



第
三
十
条
の
二
十
三
弁
護
士
法
人
は
、
次
に
掲
げ
る
理
由
に
よ

っ
て
解
散
す
る
。

自
社
員
の
欠
亡
」
の
例
】

○
弁
護
士
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）

土
地
家
屋
調
査
士
法
第
三
十
九
条
関
係

一
～
六
略’
七
社
員
の

（
解
散
）
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き
る
。
」
の
例
】

○
弁
護
士
法

弁
護
士
法

八
号
）

（
解
散
）

第
三
十
九
条

２
．
３
略

第
三
十
条
の
二
十
四

土
地
家
屋
調
査
士
法
第
三
十
九
条
の
二
関
係

【
「
調
査
士
法
人
の
清
算
人
」
の
例
】

○
土
地
家
屋
調
査
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十

い4
0

新
た
に
社
員
を
加
入
さ
せ
て
□
口
法
人
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

者
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
者
）

【
「
清
算
人
は
、
社
員
の
死
亡
に
よ
り
第
○
条
に
該
当
す
る
に
至

っ
た
場
合
に
限
り
、
当
該
社
員
の
相
続
人
（
第
△
条
に
お
い
て

準
用
す
る
会
社
法
第
六
百
七
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
百
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
社
員
の
権
利
を
行
使
す
る

第
一

（
昭
和
一
Ｔ

（
弁
護
士
法
人
の
継
続
）

（
昭
和
二
十

調
査
士
法
人
の
清
算
人

項
第
七
号
に
該
当
寸
女
２
仏
至
づ
涜
圓
刻
副
個
隈

略

四
年
法
律
二
百
五
号
）

清
算
人
は
、
社
員
の
死
亡
に
よ
り

は
、
調
査
士
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

の
同
意
を
得
て
、

り
、
当
該
前
条

祖
ヨ
捌
剖
捌
鋼
刈
劃
第
三
十
条
の
三
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用ル

と
が
で
き
る
。

13



第
三
十
二
条
弁
理
士
が
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ

く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
、
又
は
弁
理
士
た
る
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
重
大
な
非
行
が
あ
っ
た
と
き
は
、
経
済
産
業
大
臣
は

○
弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）

土
地
家
屋
調
査
士
法
第
四
十
二
条
関
係

【
「
○
○
大
臣
は
、
次
に
掲
げ
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

、
次
に
掲
げ
る
処
令
到
年
す
る
こ
し
殖
謂
曳
寧
９

一一
一

一
一
一 の

例
】

（
懲
戒
の
種
類
）

戒
告
二
年一年
業
務
の
禁
止

以
内
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止

14



○
社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
‐

（
違
法
行
為
等
に
つ
い
て
の
処
分
）

第
二
十
五
条
の
二
十
四
略
（
昭
和
四
十

４
略

３
第
一

労
務
士

２
略

土
地
家
屋
調
査
士
法
第
四
十
三
条
関
係

【
処
分
の
手
続
に
付
さ
れ
た
○
○
法
人
は
、
清
算
が
結
了
し
た
後

に
お
い
て
も
、
（
こ
の
条
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当

該
手
続
が
結
了
す
る
ま
で
、
な
お
存
続
す
る
も
の
と
み
な
す
。

条
例
矧
劉
渕
劉
圓
刷
伺
引
州
剃
剴
吋
１
判
調
判
斜
鯏
創
噴
刈
則
釧
詞

」
の
例
】

項
の
規
定
に
よ
る
処
分
の
手
続
に
付
さ
れ
た
社
会
保
険

法
人
は
、
清
算
が
結
了
し
た
後
に
お
い
て
も
、

三
年
法
律
第
八
十
九
号
）こ

の

15



i
第
六
十
三
条
懲
戒
の
事
由
が
あ
っ
た
と
き
か
ら
三
年
を
経
過
し

○
弁
護
士
法

（
除
斥
期
間
）

【
「
懲
戒
の
事
由
が
あ
っ
た
と
き
か
ら
～
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、

（
懲
戒
）
の
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
の
例
】

た
と
き
は
、
懲
戒
の
手
続
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
号
）
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【
「
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
○
条
中
「
△
△
」
と
七

「
□
□
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
」
の
例
】

○
更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）

（
記
録
等
の
提
出
の
求
め
に
関
す
る
規
定
の
準
用
）

第
二
十
二
条
第
十
三
条
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項

前
条
第
一
項

と
あ

土
地
家
屋
調
査
士
法
第
六
十
五
条
関
係

調
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
一

条
中
「
、
地
方
更
生
保
護
委
員
会
及
び
保
護
観
察
所
の
長
」

第
十
三 ’

も
の
と
す
る
。

と
あ
る
の
は
、
「
及
び
保
護
観
察
所
の
長
」
と
読
み
替
え
る

の
会
議
の

る
の
は
、

17



○
社
会
保

（
権
限
の

第
三
十
条

厚
生
労
働

及
び
都
道
府委険

２
略

【
「
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
○
○
大
臣
の
権
限
は
、
△
△
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
□
□
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」
の
例
】

県
労
働
局
長
に
委
任
す
る

任労
マー

務

こ
の
法
律
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
臣
の

省
令
で
定
め
る
と

士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）

ご

ろ
に
よ
り

》
」

と
が
で
き
る
。

、

権
限
は
、

地
方
厚
生
局
宮

長

18



【
「
施
行
日
以
後
は
、
」
の
例
】

○
関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か
つ
効

率
的
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
五
十
四
号
）

【
「
○
○
の
規
定
に
よ
り
解
散
し
た
△
△
は
、
□
□
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
」
の
例
】

○
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
年
法
律
第
六
十

四
号
）

附
則
（
有
限
会
社
の
継
続
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
四
条
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
改
正
前
の
有
限
会
社

附
則
第
二
条
・
附
則
第
七
条
関
係

さ
せ
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
会
社
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
資
本
の
総
額
が
三
百
万
円
に
満
た
な
い
有
限

会
社
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た

場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

法
第
六
十
九
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
解
散
し
た
有

限
会
社
剛
１
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、
新
た
に
社
員
を
加
入

附
則（
航
空
法
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条
略

２
．
３
略

【
「
そ
の
清
算
が
結
了
す
る
ま
で
、
○
○
を
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
の
例
】

○
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二

号
）

第
六
十
四
条
の
三
組
合
は
、
第
六
十
四
条
第
一
項
第
一
号

又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
解
散
し
た
場
合
（
前
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合

４
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
施
行
日
以
後
は
、
航
空
法
第

四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
と
み
な
す
。

一
項
の
規
定
に
よ
り
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
場
合
に

あ
っ
て
は
、
解
散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
後
三
年
以
内
に

を
含
む
。
）
に
は
、

ｌ

限
る
。
）
、
総
会
の
決
議
に
よ
っ
て
、
組
合
を
継
続
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

そ
の
清
算
が
結
了
す
る
ま
で

（
前
条
第
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第
二
十
七
条
略

○
公
認
会
計
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法

律
第
六
十
七
号
）

附
則
第
三
条
・
附
則
第
八
条
関
係

１

３
新
法
第
三
十
四
条
の
二
十
一
第
四
項
の
規
定
は
、
施
行
日

２
略

【
「
施
行
日
以
後
に
第
○
条
の
規
定
に
よ
る
処
分
の
手
続
に
付
さ

れ
た
△
△
法
人
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
」
の
例
】

ｌ
以
後
に
同
条
第
二
項

監
査

附
則（
監
査
法
人
に
対
す
る
処
分
に
関
す
る
経
過
措
置
）

法
人
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

の
銅

に
よ
る
処
分
の
手
続
に
付
さ
れ
た
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第
三
条
略

２
～
７
略

○
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
た
め
の
建
築
基
準
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号

（
弁
護
士
等
の
懲
戒
の
事
由
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条
施
行
日
前
に
弁
護
士
が
旧
弁
護
士
法
第
三
十
条
の
規

定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
弁
護
士
の
所
属
弁
護
士
会
又
は

日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
施
行
日
以
後
も
、
当
該
事
実
に
基
づ

日
本
弁
護
士
連
合
会
は
、
施
行
日
以
後
も
、
非

【
「
（
○
○
の
懲
戒
の
事
由
に
関
す
る
経
過
措
置
）
」
の
例
】

○
司
法
制
度
改
革
の
た
め
の
裁
判
所
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）

附
則

附
則
第
四
条
・
附
則
第
九
条
関
係

宮
○
○
に
対
す
る
新
△
△
法
第
口
条
の
規
定
に
よ
る
～
処
分
に

関
し
て
は
、
（
施
行
日
）
前
に
生
じ
た
事
由
に
つ
い
て
は
、
な

関
し
て
は
、
（
施
行
日
）
前
に

き
そ
の
弁
護
士
を
懲
戒
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則（
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

…

お
従
前
の
例
に
よ
る
。
」
の
例
】

８
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
基
準
法
第
七
十
七
条
の
五

例
に
よ
る
。

９
略

第
七
十
七
条
の
六
十
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

法
律
の
施
行
前
に
生
じ
た
事
由
に

十
八
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
に
対
す
る
新
基
準
法

登
録
の
消
除
そ
の
他
の
監
督
上
の
処
分
に
関
し
て
は
、
こ
の

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
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【
「
処
分
の
手
続
」
の
例
】

○
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）

（
適
用
除
外
）

第
三
条
略

一
～
十
五
略

【
「
○
○
の
規
定
に
よ
る
処
分
」
の
例
】

○
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八

十
号
）
（
認
定
設
置
運
営
事
業
者
等
に
対
す
る
指
示
等
）

第
三
十
条
略

２
．
３
略

４
国
士
交
通
大
臣
は
、

と
き
は
、
遅
滞
な
く
、

附
則
第
五
条
・
附
則
第
十
条
関
係

0

十
六
前
号
に
規
定
す
る
処
分
の
手
続
又
は
第
三
章
に
規
定

す
る
聴
聞
若
し
く
は
弁
明
の
機
会
の
付
与
の
手
続
そ
の
他

の
意
見
陳
述
の
た
め
の
手
続
に
お
い
て
法
令
に
基
づ
い
て

さ
れ
る
処
分
及
び
行
政
指
導

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た

そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

【
「
手
続
を
開
始
し
た
場
合
」
の
例
】

○
犯
罪
被
害
財
産
等
に
よ
る
被
害
回
復
給
付
金
の
支
給
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
七
号
）

第
二
十
一
条
略

一
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
犯
罪
被
害
財
産

支
給
訶
鯏
剃
剥
別
抑
剴
卿
飼
旬
に
お
い
て
、
被
害
回
復
給
付

金
の
支
給
等
を
す
る
前
に
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
事

由
に
該
当
す
る
と
き
。

イ
・
ロ
略

二
～
六
略

第
十
一
条
新
法
第
十
六
条
の
規
定
は
、
施
行
日
前
に
株
主
が
商

法
第
二
百
九
十
三
条
ノ
六
第
一
項
（
株
主
の
帳
簿
閲
覧
権
）

の
会
計
の
帳
簿
及
び
書
類
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求
を
し
た

吾
施
行
日
前
に
～
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
」
の

例
】

○
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）

附
則
（
株
主
の
帳
簿
閲
覧
権
の
否
認
に
関
す
る
経
過
措
置
）

場
合
圃
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
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※
「
新
法
第
十
六
条
の
規
定
」
と
は
、
平
成
九
年
法
律
第
五
十
五
号
に

よ
る
改
正
前
の
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
十
六
条
で

あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
商
法
の
規
定
の
特
則
と
し
て
、
株
主
の
会
社
に

対
す
る
帳
簿
等
閲
覧
請
求
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
排
除
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
附
則
第
十
一
条
は
、
施
行
日
前
に
株
主
が
商
法

の
規
定
に
基
づ
い
て
し
た
帳
簿
等
閲
覧
請
求
に
つ
い
て
は
、
保
険
業
法

第
十
六
条
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
そ
の
株
主
は
、
施
行
日
後
に
お
い
て

も
帳
簿
等
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
経
過
措
置
で
あ
る

０
【
参
照
条
文
】

○
平
成
九
年
法
律
第
五
十
五
号
に
よ
る
改
正
前
の
保
険
業
法
（
平
成

（
株
主
の
帳
簿
閲
覧
権
の
否
認
）

第
十
六
条
商
法
第
二
百
九
十
三
条
ノ
六
（
株
主
の
帳
簿
閲
覧
権
）
の

規
定
は
、
会
社
の
会
計
の
帳
簿
及
び
書
類
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な

七
年
法
律
第
百
五
号
）

い
◎
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第
八
条
弁
護
士
及
び
弁
護
士
法
人
に
対
す
る
懲
戒
の
手
続
に
つ

【
「
（
○
○
の
懲
戒
の
手
続
に
関
す
る
経
過
措
置
）
」
の
例
】

○
司
法
制
度
改
革
の
た
め
の
裁
判
所
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）

附
則
第
六
条
見
出
し
・
附
則
第
十
一
条
見
出
し
関
係

つ
い
て
も
新
弁
護
士
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
‘

弁
護
士
法
の
規
定
に
よ
り
生
じ
た
効
力
を
妨
げ
な
い
。

附
則

い
て
は
、
次
条
に
定
め
る
も
の
を
除
き
、
施
行
日
前
に
懲
戒

の
請
求
が
あ
り
、
又
は
懲
戒
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
事
案
に

つ
い
て
も
新
弁
護
士
法
の
規
定
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
旧

（
弁
護
士
等

の
懲
戒
の
手
続
に
関
す
る
経
過
措
置
の
原
則
）
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第
三
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
営
業
に
関
し
、
こ
の
法
律
に
よ
る

改
正
前
の
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。
）

ｄ
矧
劉
制
Ｈ
到
叫
公
安
委
員
会
が
し
た
許
可
、
許
可
の
取
消
し

、
営
業
の
停
止
そ
の
他
の
処
分
若
し
く
は
通
知
そ
の
他
の
行

為
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
の
申
請
そ
の

【
「
～
に
関
し
、
～
の
規
定
に
よ
り
○
○
が
し
た
～
そ
の
他
の
行

為
は
、
～
の
規
定
に
よ
り
△
△
が
し
た
～
そ
の
他
の
行
為
と

み
な
す
。
」
の
例
】

○
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
四
十
五

号
）
附
則（経
過
措
置
）

附
則
第
六
条
第
一
項
・
附
則
第
十
一
条
第
一
項
関
係

請
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

、
新
法
の
規
定
に
よ
り
公
安
委
員
会
が
し
た
許
可
、
許
可
の

取
消
し
、
営
業
の
停
止
そ
の
他
の
処
分
若
し
く
は
通
知
そ
の

他
の
行
為
又
は
新
法
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
許
可
の
申

’

他
の
行
為
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
営
業
に
関
し

為
と
み
な
す
。
」
の
例
】

○
鉱
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
八
十
四
号
）

附
則（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
三
条
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法

律
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ
。
）
刎
制
詞
制
Ｈ
判
馴
経
済
産
業
局
長
が
し
た
許
可
、
認

【
「
～
前
に
～
の
規
定
に
よ
り
～
そ
の
他
の
行
為
は
、
～
後
は
、

～
の
相
当
規
定
に
よ
り
法
務
大
臣
が
し
た
～
そ
の
他
の
行
為

と
み
な
す
。
」
の
例
】

○
司
法
試
験
法
及
び
裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）

附
則

又
は
通
知
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

２
．
３
略

【
「
～
前
に
～
の
規
定
に
よ
り
○
○
が
し
た
～
そ
の
他
の
行
為
は

可
そ
の
他
の
処
分
又
は
通
知
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
法
律

に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
相
当
の
規
定
に
基
づ

い
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
し
た
許
可
、
認
可
そ
の
他
の
処
分

、
～
後
～
の
相
当
～
規
定
～
、
△
△
が
し
た
～
そ
の
他
の
行
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（
司
法
試
験
管
理
委
員
会
の
行
為
等
に
関
す
る
経
過

第
三
条
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
、
第
一
条
の
規
定
に

前
の
司
法
試
験
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
司
法
試
験

会
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
法
律
の

、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
司
法
試
験
法
の

に
基
づ
い
て
司
法
試
験
委
員
会
が
し
た
処
分
そ
の

会
が
し
た

、
同
条
の

に
基
づ
い

他
の
行
為

３
～
５
略

2

当
該
法
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
法
務
大
臣
が
し
た
処
分
そ
の ’

令
の
規
定
に
よ
り
司
法
試
験
管
理
委
員
会
又
は
そ
の
委
員
長

が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
は
、

と
み
な
す

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

0

と
み
な
す
。

こ
のこ

の

ｌ

法
律
の
施
行
前
に
、
法

法
律
の
施
行
後
は
、 ’

施
行
後
は

相
当
規
定

他
の
行
為

管
理
委

措
置
）

よ
る
改
正員
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【
「
○
○
局
長
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
～
そ
の
他
の
行
為
は
、
～

△
△
大
臣
に
対
し
て
さ
れ
た
～
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。
」

の
例
】

○
鉱
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
八
十
四
号
）

附
則

第
三
条
略

【
「
～
に
関
し
、
○
○
に
対
し
て
～
そ
の
他
の
行
為
は
△
△
に
対

し
て
～
そ
の
他
の
行
為
～
と
み
な
す
。
」
の
例
】

○
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和

五
十
九
年
法
律
第
五
十
号
）

附
則
（
雇
用
促
進
事
業
団
か
ら
の
事
務
の
引
継
ぎ
等
）

２
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
、
旧
法
業
務
に
関
し
、
旧
法
の
規
定

に
よ
り
事
業
団
同
型
判
り
刺
し
た
手
続
そ
の
他
の
行
為
又
は
事

附
則
第
六
条
第
二
項
・
附
則
第
十
一
条
第
二
項
関
係

規
定
に
よ
り
労
働
大
臣
伺
剖
判
叫
可
し
た
手
続
そ
の
他
の
行
為

又
は
労
働
大
臣
が
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な

す
。 業

団
が
し
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
新
法
の
相
当

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
三
条

２
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の

叶
貝
（
司
法
試
験
管
理
委
員
会
の
行
為
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
略

２
略
３
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
司
法
試
験
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
司
法
試
験
管
理
委
員
会

に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
出
願
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
法
律

【
「
～
の
施
行
の
際
現
に
～
の
規
定
に
よ
り
○
○
に
対
し
て
さ
れ

て
い
る
～
そ
の
他
の
行
為
は
、
～
後
は
、
～
の
相
当
規
定
に

よ
り
△
△
に
対
し
て
さ
れ
た
～
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。
」

の
例
】

○
司
法
試
験
法
及
び
裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

司
法
試
験
法
及
び
裁
判
所
法
の
一

申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
相
当
の
規

規
定
に
よ
り
経
済
産
業
局
長
に
対
し
て
さ
れ
て
い

申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

定
に
基
づ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
対
し
て
さ
れ
た
出
願
、

成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）

附
則

る
出
願
、
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伺
釧
刊
判
到
引
利
呵
請
求
召
刎
州
同
對
馴
伺
引
斜
刺
制

５
略

た
出
願
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す

４
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

ｌ

律
の
施
行
後
は
、

法
令
の
規
定
に
よ
り
司
法
試
験
管
理
委
員
会
又
は
そ
の
委
員

長
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
請
求
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
法

の
施
行
後
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
司
法
試
験
法

の
相
当
規
定
に
基
づ
い
て
司
法
試
験
委
員
会
に
対
し
て
さ
れ

当
該
法
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
法
務
大
臣

◎

こ
の
法
律
刷
遡
地
制
則
叫
畷
瑚
詞
叫

◎
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【
「
○
○
局
長
に
対
し
～
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
項
で
、
施
行
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
、
～
△
△
大
臣
に
対
し
て
～
そ
の
手

続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
そ
の

手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
～
」
の
例
】

○
鉱
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
八
十
四
号
）

附
則

【
「
～
に
関
し
、
～
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
～
」

の
例
】

○
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
昭
和
三
十

三
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）

附
則
（
指
定
都
市
の
町
又
は
字
の
区
域
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
指
定
都
市
の
区
域
内
の
町
又
は
字
に
関
し
、
こ
の
政
令
の
施

行
前
に
改
正
前
の
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指

定
都
市
の
議
会
に
諮
ら
れ
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
際
ま
だ
同

附
則
第
六
条
第
三
項
・
附
則
第
十
一
条
第
三
項
関
係

項
の
規
定
に
よ
る
処
分
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
十
三
条
略

２
略
３
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定

【
「
施
行
日
前
に
～
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り

○
○
に
対
し
て
～
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
項
で
、
施
行
日
前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
は
、
こ
れ
を
、
～
法
又
は
こ
れ
に

基
づ
く
命
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
△
△
に
対
し
て
そ
の
手
続

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手

続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
当
該
相
当
規
定
を

適
用
す
る
。
」
の
例
】

’
矧
刊
剴
ｕ
、
報
告
、

前
刷
固
も
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

法
律
の
施
行
後
は
、
こ
れ
を
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の

そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
相
当
の
規
定
に
よ
り
経
済
産
業
大
臣
に

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
事
項
で
、
施
行
日

も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ

に
よ
り
経
済
産
業
局
長
に
対
し
報
告
、
届
出
そ
の
他
の
手
続

の
法
律
の
規
定
を
適
用
す
る
。

届
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な

’

け
れ
ば
な
ら

こ

の
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第
四
条

２
略

○
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る

３
施
行
日
前
に
旧
個
人
情
報
保
護
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六

十
五
号
）

|’’
菫’

用
す
る
。

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
そ
の
手
続

附
則

ｌ

Ｉ
Ｉ

の
規
定
に
よ
り
主
務
大
臣
に
塾
和
し
て
届
出
そ
の
他
の
手
続
を

（
主
務
大
臣
が
し
た
処
分
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

］
条
略

新
個
人
情
報
保
護
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
相
当

個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
対
し
て
そ
の
手
続
を
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（
政
令
へ
の
委
任

第
八
条
こ
の
附
則

．
【
「
○
○
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
一

必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。
」
の
例
】

○
臨
床
研
究
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
六
号
）
施

行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は

附
則

ー

に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施

、

政
令
で
定
め
る

行
に
関
し

。
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